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商工連ながの
●再びコンプライアンスについて
	 法律ワンポイントアドバイス
●わっこ谷の山福農林舎　代表　和栗剛さん
	 筑北村商工会　この人に注目－Vol.142　
●信州DCの誘致を要望し令和9年の開催が決定／
日赤長野県支部からのお知らせ日赤活動資金への
ご協力のお願い
●対談全国連地域経済再生本部長宮窪大作氏
●商工会ビジネスプラスカード入会のご案内

●商工連臨時総会／叙勲・県知事表彰／
	 人事異動のお知らせ
●【上席専門経営支援員】のご紹介／
	 DXワンポイントコラム（第12回）
●県女性連事業報告レディースフォーラム開催／
	 県青連事業報告青年部４ブロック交流会開催
●「おやき」で人と地域を繋ぎ、幸せを実現しつづける
	 有限会社いろは堂　中小企業の新たな事業活動
●事業者と造る産業振興と地域住民との
	 協働推進による地域活性化
	 富士見町商工会　商工会と商工会のあるまち南信－Vol.1
●中小企業にとっての人材確保・育成のポイント
	 経営ワンポイントアドバイス

　平成11年に誕生した「サニアパーク」は、根子岳（ねこだけ）と四阿山（あずまやさん）の麓、
菅平高原に広がる日本有数のトレーニング施設です。５面の天然芝グラウンドと第３種公認の全天
候型陸上競技場を中心に、全日本クラスの試合やスポーツ合宿が行われるハイレベルな環境を提供
しています。令和６年にはスポーツブランド「アンダーアーマー」とネーミングライツ契約を締結し、
「アンダーアーマー菅平サニアパーク」の愛称で親しまれています。スポーツ大会や合宿の拠点と
して多くの関係者から支持を集めています。� （真田町商工会）

サニア
パーク

長野県商工会連合会のホームページ・E-mail アドレス
https://www.nagano-sci.or.jp/
shokoren@nagano-sci.or.jp
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商
工
連
は
３
月
25
日
（
火
）
長
野
市
「
ホ
テ
ル
国

際
21
」
に
て
臨
時
総
会
を
開
催
し
、
阿
部
知
事
を
は

じ
め
来
賓
ご
臨
席
の
も
と
県
下
商
工
会
長
な
ど
関
係

者
約
80
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
間
瀬
会
長
か
ら
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
堅

調
に
推
移
し
て
い
る
が
観
光
地
で
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
状
態
で
あ
り
、
製
造
業
に
関
し
て
は
米
国

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
関
税
の
動
き
が
本
県
の
下
請
け

業
者
に
対
す
る
影
響
を
危
惧
し
て
い
る
。
ま
た
、
令

和
7
年
度
は
第
2
期
商
工
会
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
折

り
返
し
の
３
年
目
と
な
り
、
エ
リ
ア
で
の
広
域
支
援

体
制
を
着
実
に
実
施
す
る
旨
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

提
出
議
案
は
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
で
阿
部
知
事
か
ら
長
野
県
経
済
の
経
営

革
新
、
企
業
の
生
産
性
向
上
は
重
要
な
課
題
で
あ
り
、

人
手
不
足
に
よ
る
人
材
の
確
保
、
ま
た
人
口
減
少
の

な
か
で
も
活

力
あ
る
地
域

づ
く
り
、
若

者
や
女
性
か

ら
選
ば
れ
る

寛
容
な
社
会

づ
く
り
を
目

指
し
た
い
と

の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

叙
勲
・
県
知
事
表
彰
受
章
者
の
顕
彰

長
年
の
商
工
業
振
興
、
商
工
会
運
営
に
対
し
て
叙
勲
・
県
知
事
表
彰
を
受
章
さ
れ
た
方
々
の

功
績
を
称
え
、
顕
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
顕
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

来賓祝辞を述べる阿部知事

エ
リ
ア
で
の

広
域
支
援
体
制
の

推
進

【商工会】 令和7年４月１日付
商工会名 職　名 氏　名 前商工会等

浅科 経営指導員 橋詰　佳祐 長和町
川上村 経営指導員 長林　奈美 川上村・補助員
軽井沢町 補助員 土屋　初代 商工連
上田市 経営指導員 竹内　芳幸 商工連・商工会指導員
上田市 補助員 大拔　恵理子 商工連
東御市 経営指導員 宮澤　瑛希 商工連・補助員
長和町 補助員（研修職員） 小林　翔悟 新規
富士見町 経営指導員 三好　将摩 商工連・補助員
辰野町 経営指導員 林田　航太 辰野町・補助員（研修職員）
宮田村 事務局長 吉澤　一義 新規
高森町 補助員 本島　清次 商工連
喬木村 経営指導員(再雇用） 井口　公男 商工連・広域専門経営支援幹
豊丘村 経営指導員 竹沢　浩一 阿智村
豊丘村 補助員 中村　靖子 豊丘村・記帳指導職員
阿南町 経営指導員 吉川　英紀 上田市
阿智村 経営指導員 吉澤　正幸 阿智村・補助員（研修職員）
下條村 補助員 勝亦　遼 泰阜村
泰阜村 補助員（再雇用） 鈴木　直美 下條村
南木曽 事務局長 勝野　実 新規
木曽町 経営指導員 百瀬　宏幸 新規
木祖村 補助員 狭場　珠紀 木祖村・記帳指導職員
安曇野市 事務局長 髙嶋　雅俊 新規
山形村 事務局長 籏町　通憲 新規
小谷村 補助員（研修職員） 和田　修平 新規
長野市 経営指導員 村田　美紀 長野市・補助員（研修職員）
信州新町 経営指導員 西村　和幸 小谷村
戸倉上山田 経営指導員 関川　貴幸 戸倉上山田・補助員（研修職員）
飯綱町 経営指導員 野池　進一 上田市
野沢温泉 経営指導員 兒玉　智志 南木曽

【商工連】
商工会名 職　名 氏　名 前商工会等

商工連 参事 加藤　浩 前 長野県観光スポーツ部長

商工連 経営支援課長 青木　隆典 経営支援課　広域経営支援推進
室　課長兼室長

商工連 広域経営支援推進室長 鳴澤　力 東信支所長兼センター長
商工連 南信支所長兼センター長 玉本　圭一 豊丘村・経営指導員
商工連 東北信支所長 山下　佐代 北信支所長兼センター長

商工連 広域経営支援推進室・広域専門
経営支援員 日野　亮 木曽町・経営指導員

商工連 広域経営支援推進室・広域専門
経営支援員 原　博史 富士見町・経営指導員

商工連 広域経営支援推進室・広域専門
経営支援員 矢澤　哲也 南信支所長兼センター長

商工連 広域経営支援推進室・広域専門
経営支援員（スーパーバイザー） 濵田　廣雄 東信支所・広域専門経営支援員

商工連 広域経営支援推進室・広域専門
経営支援員（スーパーバイザー） 佐野　道郎 北信支所・広域専門経営支援員

商工連 経営支援課・主事 清水　公一 新規
商工連 経営支援課・主事 安藤　幸恵 新規

○
旭
日
単
光
章

令
和
６
年
秋

木
藤

利
光
（
松
本
市
波
田
商
工
会
長
、
長
野
県
商
工
会
連
合
会
理
事
）

○
長
野
県
知
事
表
彰

令
和
６
年　
　

宮
崎

正
毅
（
木
島
平
村
商
工
会
長
、
長
野
県
商
工
会
連
合
会
理
事
）

　
　
　

〃　
　
　

高
村

秋
光
（
前
戸
倉
上
山
田
商
工
会
長
、
前
長
野
県
商
工
会
連
合
会
副
会
長
）

　
　
　

〃　
　
　

竹
花

信
明
（
前
立
科
町
商
工
会
長
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

商工会・商工連　人事異動のお知らせ（補助対象職員及び事務局長）

商工連
臨時総会

左から高村氏、宮崎氏、間瀬県連会長、木藤氏（竹花氏欠席）
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上
うえじま

嶋 健
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百
もも せ

瀬 正
まさとし

敏

横
よこさわ

沢 充
みつる

（製造業支援担当）

（労務・働き方改革支援担当）

（商業支援担当）

（AI･IoT･DX戦略支援担当）

【支援内容】

【支援内容】

【支援内容】

【支援内容】

製造業の直接、間接作業の
ムダ削減で生産性向上を支援します

就業規則や業務改善助成金について
具体的事例を交えて説明します

集客力アップのためにITツールの
効果的な活用方法をアドバイスします

IT利活用による業務効率化、
ぜひご相談ください

・TPS(ToyotaProductinSystem) 思想に基づく
5S3 定での付加価値無し作業の削減

・MDW(MeasuredDayWorks) 導入で生産性
を数値化

・IE ツールで現状を把握し、改善案を提案
・回収時間と固定費から直接作業時間単価を設定
・目標経営指標 ( 売上、利益 ) から改善目標値を

設定
・エクセル VBA による入力作業、データ処理を

効率化

・労働諸法に遵守した就業規則の整備支
援

・最低賃金額の引上げに関する相談
・生産性向上による労働能率の増進、業

務環境改善のための設備導入に活用で
きる業務改善助成金の説明

・非正規有期雇用労働者を正規雇用労働
者に引上げるための助成金の申請支援

・定年年齢の引上げ又は定年制の廃止を
進めるための助成金の申請支援　

・ビジネス情報の発信方法
・SNS の活用
・ネットショップによる販路拡大
・小売 / サービス業の創業支援

・携帯アプリやパソコンを使った省力化・
人手不足解消

・紙文化からデジタル化・ペーパーレス
化への転換

・社内の情報のデジタル化・共有化
・顧客情報のデジタル化による顧客サー

ビス向上
・システム導入に関する公的支援機関・

補助金利用紹介

　得意先との取引内容や顧客対応の履歴をノートに書き溜めてい
る、という事業者が結構多いようです。注文や予約の申込がある
たびに手書きのノートをめくって、「このお客様にはいつ、なにを、
どれだけ、いくらで提供しているんだろう」とか、「この品物は
ほかの取引先にはいつ、どれだけ、いくらで販売していたかな？」
を時間をかけて調べている。それでは非効率だし顧客サービスと
してもよろしくないし、パソコンの画面ポチポチでパパッと出て
きてくれればいいのにな、とは思うけれど、パソコンは得意では
ないし、専用ソフトを使うと費用もかかりそうだから、とあきら
めていませんか？
　簡単で、しかもお金を掛けずに、劇的な事務の効率化を実現で
きる方法がきっとあります！ぜひ一度商工会にご相談ください。

長野県商工会連合会
上席専門経営支援員

（AI･IoT･DX戦略支援担当） 

横沢　充

DXワンポイントコラム（第12回）

脱
手書きノート ！

≪上席専門経営支援員とは≫　
　高度専門的な経営課題に対応するため上席専門経
営支援員（内部専門家）を長野県商工会連合会に配
置しています。
　商工会の主任経営支援員等と連携して支援をする
ことになっていますので、ご相談がありましたらお
近くの商工会までご連絡ください。

長野県商工会連合会
【上席専門経営支援員】

ご　紹　介
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　　  県女性連「レディースフォーラム2024」を開催
　県女性連は２月13日（木）、長野市「ホテルメト
ロポリタン長野」にて「レディースフォーラム
2024」を開催しました。寒波襲来の中での開催で
したが、幸いにも当日は雪が降らず、県内各地
から女性部員109名が参加しました。
　事例発表では、３つの女性部が活動内容につ
いて発表を行い（内容は右記のとおり）、参加者
は自らの女性部の活動に生かそうと真剣に聞き
入っていました。
　講演会では、全国商工会連合会地域再生本部
長の宮窪大作氏を講師にお招きし、「地域（ふる
さと・人・土地）を創ること」と題してご講演
いただきました。ご自身の青年部・壮青年部活
動の中で取り組まれてきた就労支援などを通じ
て感じた “縁” について語られ、参加者にとって
学びの多い時間となりました。
　また、例年好評を博しており、今年度で３回
目となる物産展も開催しました。今回は６つの
女性部（小海町、川上村、
南牧村、小谷村、坂城町、
飯綱町）が地元産品を販
売し、好評のうちに早々
に完売する商品もあり
ました。参加者からは次
回以降も開催を望む声
も多く寄せられました。

　　  青年部４ブロック交流会開催
　県青連は令和６年11月13日（水）に茅野市「茅野市民館」にて、初めての取組みとなる「青年部４ブロック交流会」を開
催し、33名の出席がありました。交流会前半は東南中北各ブロックの青年部の活動について発表があり、令和５年度
主張発表全国大会の準優勝者を招いた地区研修会の実施や、毎年恒例のボウリング大会やわかさぎ釣り交流会の実施
など、各地区のユニークな活動が共有されました。交流会後半ではグループに分かれ、青年部活動についての情報交
換や共通の課題として部員の減少について意見が交わされました。参加者からは、「地区をまたいだ意見交換ができた
ことは非常に有意義だった」等の感想が寄せられ、本交流会は令和７年度も継続して実施する予定となりました。  

【部員増強運動について】
　長和町商工会女性部▶令和６年度加入促進強化期間実績第１位。
９/１～12/31の期間に部員を15名増やした成果を発表した。
長和町商工会女性部では、部員数減少と高齢化に直面し、部の在
り方を見直した。固定的な役割を改め、研修会や交流会を通じて
部員のスキル向上と相互支援を図る方針を確認した。また、会員
募集活動「つながろうキャンペーン」を実施し、若手を中心に
10名純増。さらにLINEの活用や講演会・交流会の企画など積極
的な取り組みで魅力ある組織を目指している。�（森田美智子部長）

【次世代起業家育成塾について】
　小海町商工会女性部▶次世代起業家育成塾を平成30年から令
和６年までに計５回開催し、小学生を対象に職業体験の場を提供
してきた。地元企業が参加し、児童は様々な職業を体験すること
で、地域の技術や誇りを学ぶ機会となっている。体験を通じて児
童の学習意欲が向上し、将来の職業選択にも役立っている。実際
に参加した児童の半数以上が「将来、小海町で働きたい」と答え
ており、地域の未来を担う人材育成の一助となっている。

（北原富美子部長）
【おもてなし交流事業について】
　下條村商工会女性部▶「下條いいモン見まいか、食べまいか」
プランを企画し、今年度初めて愛知県岩倉市商工会女性部の10
名を受け入れた。短時間の滞在に合わせ、りんご狩りを中心とし
た交流を実施。さらに地元特産品を使ったおもてなしや農園見学
を行い、参加者から高い評価を得た。今後はプランの改善を図る
とともに、他地域のプラン体験にも意欲を示している。また、交
流の中で意見交換を行うことで、部員の資質向上にもつながる有
意義な機会となった。� （細田ヒロエ副部長/亀割亜由美副部長）

講演を行う宮窪大作氏

ブロック取組み発表（東信）グループでの意見交換の様子

青年部

女性部
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弊
社
は
大
正
14
年
、
小
川
村
で
和
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子
屋

と
し
て
創
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し
ま
し
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。
そ
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後
、
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無

里
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に
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転
し
、
パ
ン
や
菓
子
の
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造
を
し

た
後
、
現
在
は
「
お
や
き
」
の
専
門
店
と
し

て
製
造
販
売
の
事
業
を
営
ん
で
お
り
ま
す
。

2
0
2
2
年
に
は
お
や
き
の
新
た
な
製
造
発

信
拠
点
と
し
て
O
Y
A
K
I
F
A
R
M
を
開

業
し
ま
し
た
。
整
っ
た
衛
生
環
境
で
製
造
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
お
や
き
の
販
売
や
工

場
見
学
、
お
や
き
作
り
体
験
等
、
お
や
き
を

新
た
な
切
り
口
で
発
信
し
、
幅
広
い
地
域
や

幅
広
い
世
代
の
方
に
お
や
き
の
可
能
性
や
面

白
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
現
在
で
は
年
間
4
5
0
万
個
（
2

工
場
計
）
の
お
や
き
を
生
産
し
、
販
売
に
お

い
て
は
年
間
30
万
人
の
来
場
、
2
、0
0
0
人

以
上
の
お
や
き
作
り
体
験
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

お
や
き
は
元
々
、
北
信
地
域
の
各
家
庭
で

作
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
家
庭
で
つ

く
ら
れ
る
事
は
無
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
地
理
や
歴
史
的
背
景
を
持
っ
た

食
文
化
で
あ
る
お
や
き
を
、
こ
れ
か
ら
も
地

域
に
根
付
か
せ
継
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
地
域
の
子
供
た

ち
の
社
会
見
学
や
体
験
、
授
業
な
ど
を
積
極

的
に
行
い
他
の
お
や
き
事
業
者
と
も
連
携
し

て
、
お
や
き
文
化
を
守
っ
て
い
く
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
お
や
き
は
野
菜

が
豊
富
に
摂
れ
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
高
く
、
手

軽
に
食
べ
ら
れ
る
点
や
利
用
シ
ー
ン
も
多
岐

に
わ
た
る
こ
と
か
ら
高
い
潜
在
能
力
を
秘
め

て
い
る
食
品
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

れ
を
国
内
、
海
外
を
問
わ
ず
多
く
の
方
に
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
営
業
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
伝
統

文
化
と
し
て
守
り
継
承
し
な
が
ら
、
普
及
発

展
を
さ
せ
る
両
面
の
バ
ラ
ン
ス
を
持
っ
て
事

業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

更
な
る
成
長
を
目
指
し
な
が
ら
も
、
そ
の
原

点
に
あ
る
の
は
心
を
こ
め
た
お
や
き
作
り
で

す
。
開
発
当
初
か
ら
の
美
味
し
さ
と
安
心
安

全
と
言
う
品
質
を
守
り
続
け
な
が
ら
、
生
産

者
の
想
い
を
繋
ぎ
、
そ
こ
に
作
り
手
と
し
て

の
想
い
を
乗
せ
て
お
客
様
に
届
け
ら
れ
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
創
業
1
0
0
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

改
め
て
地
域
の
皆
様
、
お
客
様
、
関
係
者
皆

様
の
ご
縁
や
多
く
の
ご
支
援
の
賜
物
と
感
謝

を
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
、
我
々
の

事
業
が
経
済
性
だ
け
で
な
く
真
に
地
域
社
会

へ
の
貢
献
の
一
助
と
な
り
環
境
配
慮
へ
の
取

り
組
み
も
実
施
す
る
こ
と
で
、「
お
や
き
」
で

人
と
地
域
を
繋
ぎ
幸
せ
を
実
現
し
続
け
ら
れ

る
、
存
在
価
値
の
あ
る
企
業
と
な
る
よ
う
尽

力
し
て
参
り
ま
す
。

中小企業の新たな事業活動

「おやき」で人と地域を繋ぎ、
幸せを実現しつづける
有限会社いろは堂　長野市商工会
〒381-4393 長野県長野市鬼無里1687-1
本店 TEL：026-256-2033　OYAKI FARM TEL：026-214-2800
URL：https://irohado.com/

本店

5種盛り合わせ

OYAKI FARM
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富
士
見
町
は
日
本
百
名
山
の
一
つ
で
あ
る
八
ヶ
岳
と
、
南
ア

ル
プ
ス
北
端
の
入に
ゅ
う
か
さ
や
ま

笠
山
に
挟
ま
れ
た
高
原
の
町
で
す
。
諏
訪
エ

リ
ア
の
中
で
も
標
高
は
高
く
、
生
活
圏
と
な
る
標
高
は
７
０
０

～
１
、２
０
０
ｍ
。
そ
の
た
め
夏
は
涼
し
く
湿
度
も
低
い
た
め

快
適
で
、
避
暑
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

～
地
域
の
将
来
へ
の
施
策
～

富
士
見
町
の
産
業
の
将
来
を
見
据
え
た
こ
れ
か
ら
の
方
針
を

計
画
す
る
為
に
、
地
元
金
融
機
関
の
協
力
を
い
た
だ
き
「
産
業

振
興
の
為
の
環
境
調
査
」
を
行
い
ま
し
た
。
当
町
も
緩
や
か
で

は
あ
り
ま
す
が
、
人
口
減
少
の
道
を
辿
っ
て
お
り
ま
す
。

１
４
、０
０
０
人
程
度
の
町
が
、
現
在
の
地
域
内
経
済
循
環
だ

け
で
は
経
済
や
産
業
は
縮
小
の
道
を
進
み
ま
す
。
何
に
取
り
組

み
、
ど
ん
な
方
向
性
を
持
っ
た
ら
良
い
の
か
を
我
々
は
模
索
し

始
め
ま
し
た
。
な
か
な
か
進
ま
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

令
和
7
年
度
は
商
工
会
と
し
て
町
内
の
事
業
所
が
み
ん
な
で
意

見
を
出
し
合
い
、
提
案
を
し
、
魅
力
の
あ
る
町
作
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
地
域
を
巻
き
込
み
、
み
ん
な
で
参
加
～

平
成
30
年
5
月
、
富
士
見
町
が
八
ヶ
岳
を
ま
た
が
る
市
町
村

と
一
緒
に
申
請
し
た「
星
降
る
中
部
高
地
の
縄
文
世
界
」が
日
本

遺
産
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
縄
文
の
文
化
の
発
信
源
と
し

て
富
士
見
町
に
は
日
本
で
も
代
表
的
な
縄
文
時
代
、
か
つ
て

人
々
が
集
っ
て
い
た
井い
ど
じ
り
い
せ
き

戸
尻
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。

富
士
見
町
商
工
会
は
令
和
元
年
を
初
年
と
し
て
「
長
野
県
地

域
発
元
気
づ
く
り
支
援
金
」
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
、
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
日
本
遺
産
に
登
録
さ
れ
た「
縄
文
文
化
」×

「
観
光
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
」×「
地
域
活
性
化
」の
機
運
の
高
揚
を
町

と
し
て
地
域
協
働
を
掲
げ
た
事
業
と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。
令

和
2
、
３
年
度
と
コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
令

和
4
、
5
年
度
と
再
度
申
請
し
採
択
を
い
た
だ
き
実
施
い
た
し

ま
し
た
。
令
和
5
年
度
に
は
そ
こ
ま
で
の
実
績
が
評
価
さ
れ
、

県
知
事
賞
を
い
た
だ
く
事
が
出
来
ま
し
た
。
色
々
な
事
業
が
開

催
出
来
る
の
も
商
工
会
役
員
、
会
員
、
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た

地
域
の
皆
様
の
お
陰
で
す
。
大
勢
の
方
々
の
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

令
和
6
年
度
か
ら
も
人
口
減
少
等
の
課
題
解
決
と
し
て
町
外

に
出
て
い
っ
た
若
者
、
女
性
等
に
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
仕

組
み
作
り
、
地
域
振
興
事
業
を
通
し
て
、
Ｆ
タ
ー
ン
（
Ｕ
タ
ー

ン
の
富
士
見
町
版
）
や
関
係
人
口
を
増
や
し
、
移
住
者
の
獲
得

と
定
住
の
促
進
の
取
組
み
を
考
え
て
い
ま
す
。

他
に
も
町
内
の
飲
食
店
や
菓
子
・
パ
ン
屋
か
ら
縄
文
フ
ー
ド

メ
ニ
ュ
ー
を
募
集
し
、「
縄
文
フ
ー
ド
フ
ェ
ア
」
を
実
施
、「
縄

文
」
を
コ
ン
テ
ン
ツ
な
い
し
コ
ア
と
し
た
地
域
振
興
と
し
て
展

開
を
目
指
し
て
い
ま
す
。“
縄
文
フ
ー
ド
”が
当
町
の
特
産
品
・

土
産
品
で
あ
り
、
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
と
な
る
よ
う
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

   

富
士
見
町
に
は
国
史
跡「
井
戸
尻
遺
跡
」に
妻
子
と
共
に
住
ん

で
い
た
と
う
わ
さ
さ
れ
る
縄
文
人「
ム
サ
イ
さ
ん
」が
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
、
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
に
た
び
た
び
姿
を
現
し
イ
ベ
ン

ト
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
す
。
去
年
は
日
本
遺
産
に
お
け
る
魅

力
増
進
・
魅
力
発
信
事
業
に
よ
り
、
富
士
見
町
だ
け
で
な
く
、

近
隣
の
原
村
・
茅
野
市
等
の
諏
訪
圏
域
と
、
山
梨
県
小
淵
沢
や

川
上
村
ま
で
出
没
し
て
い
ま
す
。
原
村
商
工
会
や
川
上
村
文
化

セ
ン
タ
ー
に
は
ポ
ス
タ
ー
が
貼
っ
て
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
見
て
み

て
く
だ
さ
い
！

長野県地域発元気づくり支援金で県知事賞をいただきました

事
業
者
と
造
る
産
業
振
興
と
地
域
住
民
と
の

協
働
推
進
に
よ
る
地
域
活
性
化

商
工
会
と

商
工
会
の

あ
る
ま
ち

Vol.1
富士見町
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経 中小企業にとっての
� 人材確保・育成のポイント

｜経｜営｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

中小企業診断士　
内田  英明  氏

近
年
、
労
働
力
に
対
す
る
需
給
が
ひ
っ
迫
し
て
人

材
の
争
奪
戦
が
激
化
し
て
い
ま
す
。「
人
手
不
足
倒

産
」
も
増
加
し
、
あ
る
信
用
調
査
会
社
の
レ
ポ
ー
ト

に
よ
れ
ば
２
０
２
４
年
に
は
過
去
最
多
の
件
数
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
人
材
確
保
は
中
小
企
業
に
と
っ
て

ま
さ
に
生
き
残
り
の
カ
ギ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

賃
上
げ
に
ど
う
取
り
組
む
べ
き
か
？

昨
今
の
物
価
高
騰
も
相
ま
っ
て
、
賃
上
げ
の
必
要

性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
対
外
的
に
競
争
力
が
あ
る

給
与
水
準
や
福
利
厚
生
は
人
材
確
保
に
と
っ
て
重
要

な
要
素
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
給
与
面
で
中
小
企

業
が
大
企
業
に
対
抗
す
る
に
は
限
界
が
あ
り
、
よ
り

大
局
的
な
視
点
を
持
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
給
与
の
世
間
相
場
に
は
目
配
り
を
し
た
上
で
、
可

能
な
レ
ベ
ル
で
賃
上
げ
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整
備
、
成
長
機
会
の

提
供
、
良
好
な
企
業
文
化
の
醸
成
な
ど
に
も
取
り
組

む
こ
と
が
大
切
で
す
。

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
理
論
を
活
用
す
る

さ
ら
に
参
考
に
な
る
の
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
理
論

で
す
。
特
に
有
名
な
の
が
、
米
国
の
心
理
学
者
で
あ

る
Ｆ
・
ハ
ー
ズ
バ
ー
グ
氏
が
そ
の
調
査
研
究
を
も
と

に
提
唱
し
た
「
二
要
因
理
論
」
で
す
。
一
部
に
は
異

論
や
批
判
が
あ
り
ま
す
が
、
理
論
と
し
て
は
合
理
的

と
言
え
ま
す
。
具
体
的
に
は
人
事
労
務
管
理
に
必
要

な
要
素
を
「
動
機
付
け
要
因
」
と
「
衛
生
要
因
」
の

２
つ
に
分
け
て
考
え
ま
す
。

■
動
機
付
け
要
因
：
仕
事
の
満
足
度
に
関
わ
る
も
の

で
、「
多
い
ほ
ど
仕
事
に
対
し
て
前
向
き
に
な
る
」

要
素
。

■
衛
生
要
因
：
仕
事
の
不
満
に
関
わ
る
も
の
で
、「
不

足
し
て
い
る
と
不
満
を
感
じ
る
」、「
あ
る
か
ら
と

言
っ
て
必
ず
し
も
満
足
に
は
つ
な
が
ら
な
い
」
要

素
。

注
意
し
た
い
の
は
、
給
与
は
「
衛
生
要
因
」
に
属

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
給
与
水
準
は
、
低

い
と
不
満
に
な
り
ま
す
が
、
高
い
か
ら
と
言
っ
て
必

ず
し
も
満
足
に
は
つ
な
が
ら
な
い
要
素
で
す
。
従
業

員
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
給
与
水
準
は
高
い
方
が
良

い
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
経
営
者
に
は

世
間
相
場
と
自
社
の
内
情
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し

な
が
ら
、
賃
上
げ
を
慎
重
に
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

経
営
者
が
よ
り
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

「
動
機
付
け
要
因
」
で
す
。
大
切
な
の
は
、
仕
事
に

対
す
る
達
成
感
や
他
者
か
ら
の
承
認
を
従
業
員
に
よ

り
多
く
体
験
さ
せ
、
自
身
の
成
長
に
つ
な
が
る
仕
事

へ
の
興
味
を
高
め
る
こ
と
で
す
。

必
要
な
の
は
適
切
な
評
価
と

　
　
　
　
　
　
プ
ラ
ス
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

そ
の
た
め
に
は
、
従
業
員
の
働
き
ぶ
り
を
適
切
に

評
価
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
従
業
員
数
が
そ
れ

ほ
ど
多
く
な
い
企
業
で
は
体
系
的
な
評
価
制
度
を
整

備
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
経
営
者
は
従
業
員

一
人
ひ
と
り
を
し
っ
か
り
見
る
こ
と
を
意
識
し
ま

し
ょ
う
。

大
企
業
も
巻
き
込
ん
だ
人
材
の
争
奪
戦
が
続
く
中

で
、
中
小
企
業
が
欲
し
い
人
材
を
採
用
す
る
難
度
は

以
前
に
も
増
し
て
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
す
で
に
在
籍
し
て
い
る
従
業
員
を
い
か
に
育
成

で
き
る
か
が
課
題
で
す
。
従
業
員
の
日
頃
の
働
き
に

対
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
（
称
賛
や

感
謝
）
を
継
続
し
な
が
ら
成
長
を
促
し
て
い
く
こ
と

が
、
企
業
の
発
展
に
直
結
し
ま
す
。

二要因理論
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再びコンプライアンス
について

｜法｜律｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

法弁護士
宮澤  建治  氏

１

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（Com

pliance

）
と
い
う

英
語
は
、
一
般
的
に
「
法
令
等
を
遵
守
し
て
業
務

を
行
う
こ
と
」
と
訳
さ
れ
て
い
ま
す
が
、私
は
「
商

工
連
な
が
の
」
の
平
成
23
年
（
２
０
１
１
年
）
11

月
号
の
「
法
律
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
」
誌

上
で
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
正
確
な
意
味
は
、

法
律
、
政
・
省
令
、
条
例
な
ど
の
実
体
法
を
守
る

こ
と
の
ほ
か
、
企
業
（
個
人
・
団
体
を
含
む
）
の

社
会
的
責
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
を
自
覚
し
、
社
会
的
責

任
を
果
た
し
て
い
く
積
極
性
を
持
ち
、
こ
の
企
業

経
営
者
の
認
識
と
意
欲
を
従
業
員
の
意
識
に
浸
透

さ
せ
、
企
業
内
に
組
織
体
制
を
確
立
し
て
い
く
こ

と
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
旨
を
申
し
上
げ

ま
し
た
が
、
こ
の
時
か
ら
13
年
余
を
経
た
今
日
、

世
界
や
我
が
国
を
リ
ー
ド
す
る
大
企
業
を
始
め
中

小
企
業
に
至
る
ま
で
、
様
々
な
不
祥
事
が
続
発
し
、

留
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
有
様
で
あ
り
、
国
民

の
倫
理
観
の
低
下
さ
え
も
が
危
惧
さ
れ
る
状
態
と

な
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
は
お
題
目
の
如
き
感
さ
え
す
る
程
で
す
。

２

こ
の
よ
う
な
現
状
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
企

業
の
経
営
者
や
幹
部
が
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
意

味
・
内
容
を
十
分
に
理
解
し
、
自
己
の
企
業
が
ど

の
よ
う
な
社
会
的
責
任
を
担
い
、
如
何
な
る
責
任

を
果
た
し
て
い
く
べ
き
か
を
認
識
す
る
こ
と
が
最

も
重
要
で
あ
り
、
次
に
は
企
業
の
従
業
員
に
対
し

て
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
意
味
・
内
容
を
理
解
さ

せ
、
従
業
員
一
人
一
人
が
所
属
企
業
の
社
会
的
責

任
を
自
覚
し
て
日
常
業
務
に
従
事
す
る
よ
う
指
導

し
、
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
次

い
で
は
、
企
業
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
が
な

い
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
体
制
を
作
っ
て
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
違
反
の
発
生
を
極
力
抑
止
す
る
よ
う
努

め
る
べ
き
で
あ
り
、
更
に
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

違
反
が
発
生
し
た
場
合
に
迅
速
且
つ
適
正
な
対
応

を
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
対
応
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
組
織･

体

制
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
と
し
て
は
、
従
業
員
の
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
を
啓
発
し
た
り
、
現
実
に
発

生
し
た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
事
案
に
つ
き
従

業
員
が
告
知
、
相
談
、
対
応
を
求
め
る
こ
と
の
出

来
る
窓
口
又
は
対
策
室
な
ど
を
設
け
、
従
業
員
が

安
心
し
て
相
談
し
、
助
言
や
指
導
を
受
け
易
い
人

材
を
配
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
社
内
事
情
や

人
事
に
精
通
し
た
人
柄
の
良
い
定
年
退
職
者
な
ど

を
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
対
策
の
人
材
と
し
て
活
用

す
る
こ
と
も
有
用
で
あ
り
、
商
工
会
の
経
営
指
導

員
、
社
会
保
険
労
務
士
や
弁
護
士
な
ど
の
専
門
家

の
助
言
や
援
助
を
求
め
る
こ
と
も
又
重
要
で
す
。

３

以
下
に
重
要
な
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
に
つ

い
て
例
示
を
致
し
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
下
さ

い
。

(1) 従業員の就労条件、安全配慮等 労働契約法、労働基準法、労働安全衛生法等

(2) パワーハラスメントなど各種ハラスメント 労働施策総合推進法、男女雇用機会均等法等

(3) 納入業者、下請業者やフリーランス（企業
や組織に所属せず、個人で受注する労働者）
対応

独占禁止法、不正競争防止法、下請代金支払遅
延等防止法、フリーランス取引適正化法等

(4) 新聞・テレビ・ＤＭ等広告関係 著作権法、個人情報保護法等

(5) 虚偽報告、不正検査等 行政関係法令
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～
宝
と
宝
が
つ
な
が
る
未
来
～

  

田
畑
、
山
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
人
を
結
び

　
　
　
　
　
　
１
０
０
年
先
も
輝
く
世
界
へ

地
域
の
宝
（
農
業
、
林
業
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

人
）
と
福
祉
・
教
育
を
そ
れ
ぞ
れ
つ
な
げ
て

協
力
し
合
え
る
「
輪
」
を
つ
く
り
、
誰
も
が

力
を
発
揮
で
き
る
住
み
よ
い
社
会
を
目
指
し

ま
す
。

右
記
の
理
念
の
も
と
、「
わ
っ
こ
谷
の
山

福
農
林
舎
」
は
約
20
名
の
地
域
住
民
が
主
体

と
な
り
、
２
０
１
９
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

法
律
で
定
め
ら
れ
た
特
定
非
営
利
活
動
全
20

種
類
の
ほ
ぼ
全
て
（
19
種
類
）
を
活
動
範
囲

に
入
れ
る
珍
し
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
す
。

私
は
東
京
で
生
ま
れ
、
神
奈
川
で
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
働
い
て
い
た

２
０
０
７
年
に
、
妻
が
妊
娠
、「
子
育
て
は

村
で
し
た
い
」
と
い
う
夫
婦
の
想
い
か
ら
、

全
国
を
ま
わ
っ
て
移
住
先
の
「
村
」
を
探
し

て
い
ま
し
た
。

筑
北
村
は
県
内
地
方
都
市
や
東
京
・
名
古

屋
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
、
日
照
率
の
高
さ

や
人
口
規
模
、
標
高
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
が

必
要
な
い
等
の
理
由
か
ら
、
移
住
先
の
有
力

候
補
で
し
た
。
そ
ん
な
と
き
「
村
に
は
障
が

い
者
施
設
が
な
く
、
整
備
し
た
い
が
運
営
で

き
る
人
材
が
い
な
い
」
と
い
う
話
が
あ
り
、

村
社
会
福
祉
協
議
会
で
の
障
が
い
福
祉
部
門

の
立
ち
上
げ
、
運
営
に
携
わ
る
ご
縁
を

２
０
０
８
年
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
村
社
協
で
働
い
た
２
０
１
９
年

ま
で
の
間
に
、障
が
い
を
持
た
れ
た
方
が「
通

う
・
過
ご
す
場
所
」、「
働
く
場
所
」、「
暮
ら

す
場
所
」、「
相
談
す
る
場
所
」
の
計
10
事
業

を
開
設
し
ま
し
た
。「
障
が
い
」
は
「
社
会

側
の
障
壁
」
だ
と
い
う
こ
と
が
、
国
内
で
も

少
し
ず
つ
認
知
が
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。「
仕

組
み
を
つ
く
る
こ
と
で
『
誰
も
が
役
割
が
あ

る
地
域
づ
く
り
』
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

進
め
た
い
」
と
い
う
想
い
が
法
人
設
立
に
向

か
う
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

当
地
の
よ
う
な
過
疎
の
進
ん
だ
中
山
間
地

域
（
平
坦
な
耕
地
の
少
な
い
平
野
～
山
地
間

の
地
域
）
で
は
、
各
自
が
個
々
の
事
業
に
専

念
す
る
だ
け
で
な
く
、
複
合
的
な
視
点
か
ら
、

農
、
林
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
教
育
、
福
祉
と
い
っ

た
事
業
を
そ
れ
ぞ
れ
連
携
し
、
協
働
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

平
野
に
比
べ
て
効
率
で
劣
る
中
山
間
地
域

で
の
農
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
、
付
加

価
値
の
高
い
作
物
―
―
減
農
薬
栽
培
り
ん
ご
、

天
日
干
し
米
、
原
木
き
の
こ
、
園
芸
用
の
サ

ク
ラ
等
―
―
を
生
産
し
つ
つ
、
地
域
の
困
り

ご
と
に
様
々
な
人
材
を
派
遣
す
る
「
お
て
こ

衆
代
行
サ
ー
ビ
ス
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

お
て
こ
衆
代
行
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
田
畑
の

耕
起
や
作
物
の
収
穫
な
ど
の
農
家
の
手
伝
い

や
、
空
き
家
の
管
理
、
引
っ
越
し
の
手
伝
い
、

庭
木
の
剪
定
、
草
刈
り
、
清
掃
、
書
類
申
請

等
々
に
広
く
対
応
し
、
人
手
不
足
を
解
消
す

る
と
と
も
に
、
放
置
林
は
間
伐
や
、
用
材
に

適
し
た
木
を
選
ん
で
切
る
「
択
伐
」、
あ
る

い
は
育
ち
す
ぎ
た
屋
敷
林
の
特
殊
伐
採
な
ど
、

森
林
を
健
全
な
姿
に
戻
す
整
備
を
行
い
、
そ

れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
材
木
を
、
温
泉
施
設

の
熱
源
に
再
利
用
し
て
灯
油
の
使
用
量
を
年

間
6
万
㍑
削
減

す
る
と
と
も
に
、

ス
ト
ー
ブ
用
の

薪
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
材
、

ア
ロ
マ
オ
イ
ル

等
に
も
活
用
、

そ
れ
ら
の
製
造

を
通
し
て
地
域

の
雇
用
も
掘
り

起
こ
し
、
循
環
型
社
会
の
実
現
へ
と
歩
み
続

け
て
い
ま
す
。

ま
た
豊
か
な
環
境
を
活
か
し
て
、
自
然
体

験
活
動
や
農
山
村
体
験
の
希
望
者
を
受
け
入

れ
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
、
関
係
人
口
と
交
流

人
口
の
増
加
に
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。

「
わ
っ
こ
谷
の
山
福
農
林
舎
」
は
、ス
タ
ッ

フ
は
も
と
よ
り
、
会
員
、
高
齢
者
、

障
が
い
者
、
ひ
き
こ
も
り
者
な

ど
多
様
な
地
域
住
民
が
「
で
き

る
こ
と
」
を
持
ち
寄
っ
て
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
同

士
が
「
お
互
い
に
必
要
な
関
係
」

と
な
っ
て
い
く
こ
と
が
、
地
域

の
豊
か
な
未
来
へ
と
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
わ
っ
こ
谷
で
「
宝

さ
が
し
」
を
し
な
が
ら
、
一
緒

に
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
皆

さ
ん
の
お
越

し
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

注目 Vol.142

この に人
代表　和栗 剛 さん

筑北村商工会代表　和栗 剛 さん

わっこ谷の山
やまふくのうりんしゃ

福農林舎

「この人に注目」をシリーズで毎号掲載しています。商工会地域内で頑張っておられる方をご紹介ください。

住所／〒399-7501　長野県東筑摩郡筑北村西条3846番地
TEL・FAX／0263-66-3035
E-mail／info@yamafuku.org　 URL／https://yamafuku.org

わっこ谷の
山福農林舎

減農薬栽培りんご

特殊伐採
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　経済４団体（（一社）長野県経営者協会、長野県
中小企業団体中央会、（一社）長野県商工会議所連
合会、長野県商工会連合会）では令和７年２月18日
に、JRと自治体、観光事業者等が共同で行う2027
年の大型観光キャンペーン「信州ディスティネー
ションキャンペーン（以下、信州DC）」の誘致実現
に向けた要望を行いました。
　国内最大級の観光キャンペーンであるDCを、県
内で善光寺御開帳や国民スポーツ大会、諏訪御柱祭
などの大型イベントが相次ぎ開催される時期に合
わせて展開し、宣伝効果の拡大と集客の底上げを図
り、観光客に県内全域をくまなく巡ってもらい、観

光を中心とした地域経済への波及効果をもたらす
ことをねらいとしています。
　経済４団体を代表して、経営者協会の平林専務か
ら阿部知事に要望書を手渡しました。阿部知事から
は、誘致に向けて県として取り組み、誘致が実現で
きた際には経済４団体とともにプロモーションや
観光誘客に取り組みたいとの回答をいただきました。
　３月28日には要望が叶い、令和９年（2027年）７
～９月の開催地が長野県に決定したため、商工会、
商工連では商工会管内を中心に本県の優れた観光
地や景勝地を積極的にアピールし、地域経済の活性
化につなげられるよう取り組んでまいります。

信州DCの誘致を要望し令和９年の開催が決定

ひとりでも多くのいのちを救うために
日本赤十字社では、災害救護、救急法等の講習や青少年赤十字など
「人間のいのちと健康、尊厳を守る」ことを使命として活動しています。

赤十字が取り組むさまざまな活動は、皆様からお寄せいただくご寄付（活動資金）によって
支えられています。

これからも、いのちを救い続けるため、ご協力をお願いします。

日赤活動資金へのご協力のお願い日赤長野県支部
からのお知らせ

【資料請求・お問い合わせ先】

組織振興課　TEL：026-226-2073

活動資金

寄付者

日本赤十字社が実施する人道的活動へ
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令
和
７
年
２
月
13
日
（
木
）
に
長
野
市
「
商

工
連
」
に
て
、
間
瀬
会
長
が
宮
窪
地
域
経
済

再
生
本
部
長
と
対
談
を
行
い
ま
し
た
。

間
瀬

全
国
商
工
会
連
合
会
地
域
経
済
再
生

本
部
長
に
就
任
さ
れ
た
経
緯
と
役
割
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

宮
窪

若
者
は
地
元
を
離
れ
、
地
方
の
誇
り

は
薄
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
景
気
回
復

を
感
じ
ら
れ
ず
、
閉
塞
感
が
広
が
り
不
安
を

抱
く
生
活
が
続
い
て
い
ま
す
。
衰
退
す
る
地

域
経
済
を
変
え
て
い
く
た
め
、
商
工
会
地
域

を
回
り
、
地
域
経
済
の
課
題
、
事
業
者
の
お

悩
み
を
聞
き
、
地
域
経
済
の
再
生
に
向
け
て

国
政
に
訴
え
て
い
く
こ
と
が
私
の
役
割
で
す
。

間
瀬

全
国
を
回
ら
れ
て
ど
の
よ
う
に
感
じ

ら
れ
ま
し
た
か
。

宮
窪

全
国
を
回
っ
て
感
じ
た
の
は
、
加
速

度
的
な
人
口
減
少
と
高
齢
化
で
す
。
商
工
会

地
域
に
は
過
疎
地
域
や
消
滅
可
能
性
都
市
が

多
く
存
在
し
、
早
急
な
支
援
が
必
要
で
あ
る

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
青
年
部
や
女
性
部
、

壮
青
年
部
の
み
な
さ
ん
と
お
話
し
し
て
い
る

と
「
地
域
を
守
る
」
覚
悟
を
感
じ
、
支
援
を

行
え
ば
絶
対
に
地
域
経
済
の
再
生
は
可
能
で

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

間
瀬

こ
れ
か
ら
地
域
や
小
規
模
事
業
者
が

持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
何
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
か
。

宮
窪

私
は
、「
健
康
経
営
」
の
言
葉
で
お

話
を
し
て
い
ま
す
が
、
多
く
の
事
業
者
さ
ん

が
自
社
を
人
と
し
て
考
え
た
と
き
に
健
康
的

な
生
活
を
送
っ
て
お
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、

商
工
会
に
お
い
て
「
企
業
の
経
営
の
健
康
診

断
」
を
行
っ
て
、
商
工
会
を
活
用
し
て
そ
の

課
題
の
一
つ
ひ
と
つ
に
向
き
合
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

そ
の
た
め
に
は
、
商
工
会
の
組
織
の
活
性
化

が
必
要
不
可
欠
で
す
。

間
瀬

本
部
長
と
し
て
ど
の
よ

う
に
地
域
経
済
が
再
生
し
て
い

く
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

宮
窪

私
の
地
元
富
山
県
庄
川

町
で
は
、
人
手
不
足
解
消
の
た

め
に
、「
就
労
待
機
者
へ
の
就
労

体
験
事
業
」
を
始
め
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
地
域
が
残
っ
て
い
け

る
よ
う
に
地
域
の
雇
用
創
出
を

実
現
し
、
地
域
の
経
済
規
模
を

大
き
く
す
る
と
と
も
に
人
口
流

出
を
止
め
て
い
く
こ
と
が
再
生

の
第
一
歩
だ
と
思
い
ま
す
。
次

に
、「
健
康
経
営
」
を
行
っ
て
い

る
企
業
を
増
や
す
こ
と
が
第
二

歩
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
経
済

循
環
が
地
域
で
も
活
性
化
す
れ

ば
、
必
ず
、
地
域
経
済
は
再
生

す
る
と
私
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ん
が
、
地
域
を
愛
し
心
豊
か
に

暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
私
は
活
動
を
行
っ
て
い

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宮窪大作
プロフィール

昭和49年生。富山県庄
川町出身。富山県商工会
青年部連合会長を経て、
平成23年全国商工会青
年部連合会長に就任（第
19代）、令和６年３月よ
り全国商工会連合会地
域経済再生本部長。

対  談

全国商工会連合会

宮 窪 大 作
地域経済再生本部長

長野県商工会連合会

間 瀬 一 朗
会　長
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